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1．はじめに 

聴覚過敏、聴覚処理障害、加齢による聴力の低下などの

さまざまな要因により、会話での選択的聞き取りが困難に

なる場合がある。少子高齢化により聞き取りに困難を抱え

る人はさらなる増加が見込まれる。大人数がいる場所で会

話をすることを選択的聞き取りが困難なため億劫に感じて

いる人も多いと考えられる。 

 

2．目的 

体内で音源分離をすることができず、選択的聞き取りに 

困難を抱えている人も人工的に話者を分離させるシステム

を用いることで、円滑な会話ができるようになることを目

指す。 

複数話者環境においても発話の弁別が可能であるとユー

ザーが実感できるようなシステムの開発を目指す。 

 

3．音源分離の仕組み 

音源分離とは混合音を個々の音源信号に分離する技術の

ことである。 

音源分離のアプローチには独立成分分析に基づくもの、

クラスタリングに基づくもの、マルチチャネルウィーナー

フィルタを用いるもの、深層学習に基づくものなどがある

[1]。本研究では深層学習に基づくアプローチを主に行い、

深層学習で得た話者特徴に対してクラスタリングを適用し

てクラスタリングに基づくアプローチで後処理を行ってい

る。また、音源分離をする際には録音全体を音声セグメン

トと非音声セグメントに分ける音声分割と「誰が、いつ話

したのか」を特定する話者ダイアライゼーション[2]を行う。 

今回使用した pyannote[3]は音声か無音かを検出する音声

区間検出、音声中の話者が変わるタイミングを検出する話

者交代検出、2 人以上が同時に話している部分を検出する

重複話者検出、発話セグメントを「誰が話したのか」でグ

ループ化する話者のグルーピングを行って音源分離をして

いた[4][5]。  

 

4．提案手法 

ChatGPT[6]を利用して GitHubにある pyannoteをもと

に、リアルタイムで音声を分離できるシステムを作成し

た。 

 

変更点 

（1）マイクでの入力を可能にする。 

     

（2）リアルタイムでの音声の分離をできるようにする。    

1 秒のチャンクを連続録音し、録音データをバッフ

ァリングし、フレーム単位で次の処理に渡す。 

録音フレームをリアルタイムで処理する。 

   録音チャンクを一時ファイルに保存して推論し、話

者区間（発話開始・終了時間＋話者 ID）を取得する。 

（3）分離度合いの感度の調整をできるようにする。 

   パイプライン設定で感度調整をする。 

   Flask 側にフォーム UI を作って、閾値の設定をユー

ザーが変更できるようにする。 

（4）スピーカーでの出力を可能にする。 

   分離された話者の音声データを wave ファイルに一

時保存、または直接スピーカーへ出力する。 

非同期的に再生処理をする。 

   再生キューを用意し、話者ごとの音声をキューに追

加しながら連続再生をする。 

（5）webアプリでの利用を可能にする。 

   Flaskを使ったルーティング処理のプログラムを作成

する。 

   web画面で話者名や時間を表示できるようにする。 

   HTMLで webアプリの外観を整える。 

 

5．結果 

pyannote をリアルタイムで音源分離をする話者分離プロ

グラムに書き換えて、雑音のある場所で 3 人の会話を分離

したところ抽出したい話者の発言を鮮明に聞くことができ

た。 

普段、大人数の会話を聞き取るときはいろいろな音が混

ざって聞こえてくるが、システムを介して聞くと耳に入る

聴覚情報が取捨選択されていたので鮮明に聞き取ることが

できた。 

外部の音を遮断しないとシステムを介してない聴覚情報

も耳に入ってしまうため、話者分離の効果はあまり感じな

かった。 

 

6．考察 

選択的聞き取り支援システムの開発によって任意の話者

の発言のみ抽出することができるということがわかった。 

また、チャンクの秒数をなるべく少なくすることで一度

に音源分離される秒数が減るため、よりリアルタムで分離

しているかのように聞こえると考えられる。 
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ヘッドホンやイヤホンでシステムの出力音を聞くように

すれば外部の音がある程度遮断され、聞き取りやすくなる

と考えられる。 

web アプリでのシステムの利用をできるようにしたため、

システムの外観を自由に整えることができ、操作性が上が

ったと考えられる。 

7．今後の展望 

スマートフォンなどの電子機器を用いて使用するため音

声を聞き取る際に、外部の音も一緒に聞き取ってしまう。

そのことを防ぐためにヘッドホンやイヤホンを着用して外

部の音を遮断する必要がある。完全に遮断すると会話が成

立しない可能性があるため検討する必要がある。また、第

三者からの評価を受けることで改善点を見つけることがで

き、よりよいシステムにすることができるだろう。さらに、

製品としての使用が可能になれば、手軽にどこでも利用が

できるようになり、選択的聞き取りが困難な人の豊かな会

話を支援することができるだろう。そして、授業中の使用

により、選択的聞き取りが困難な生 

徒への支援を可能にすることが見込まれる。 
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